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(57)【要約】
【課題】　電力消費量を増大させることなく、ユーザが
操作したタイミングで番組情報を更新させる際の更新に
要する時間を短縮することができる携帯情報端末を提供
する。
【解決手段】　チャンネルの異なる複数の放送波のいず
れかを受信して受信データを生成するデジタルチューナ
ー１４と、受信データから当該チャンネルの番組情報を
抽出する番組情報抽出部１５と、各チャンネルの番組情
報に基づいて番組表を作成する番組表作成部２１と、番
組表の表示操作に基づいて放送波の前回の受信時以降に
放送が終了した番組数を判定する番組数判定部２４と、
番組数と閾値との比較結果に基づいて、デジタルチュー
ナー１４に放送波の受信を指示する受信制御部２７と、
新たに取得された番組情報に基づいて番組表を更新する
番組表更新部２８により構成される。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを受信して受信データを生成する放送波
受信手段と、
　上記受信データから当該チャンネルの番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、
　上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組表を作成する番組表作成手段と、
　最後に作成された番組表以降に放送が終了した番組数を判定する番組数判定手段と、
　上記番組数と閾値との比較結果に基づいて、上記放送波受信手段に放送波の受信を指示
する受信制御手段と、
　新たに取得された番組情報に基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備え
たことを特徴とする携帯情報端末。
【請求項２】
　チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを受信して受信データを生成する放送波
受信手段と、
　上記受信データから当該チャンネルの番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、
　上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組表を作成する番組表作成手段と、
　上記番組表の表示操作に基づいて、放送波の前回の受信時以降に放送が終了した番組数
を判定する番組数判定手段と、
　上記番組数と閾値との比較結果に基づいて、上記放送波受信手段に放送波の受信を指示
する受信制御手段と、
　新たに取得された番組情報に基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備え
たことを特徴とする携帯情報端末。
【請求項３】
　上記表示操作に基づいて、上記番組表を表示する番組表表示手段を備え、
　上記番組表表示手段は、取得済みの番組情報を表示した後、更新が終了したチャンネル
の番組情報を順次に表示することを特徴とする請求項２に記載の携帯情報端末。
【請求項４】
　上記番組表更新手段は、放送開始前の番組数が最も少ないチャンネルの番組情報から順
次に更新することを特徴とする請求項３に記載の携帯情報端末。
【請求項５】
　上記受信制御手段が、１回の受信で取得される番組数に応じて上記閾値を異ならせるこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の携帯情報端末。
【請求項６】
　上記受信制御手段は、１回の受信で取得される番組数が多いチャンネルほど上記閾値を
大きくすることを特徴とする請求項５に記載の携帯情報端末。
【請求項７】
　チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを受信して受信データを生成する放送波
受信手段と、
　上記受信データから当該チャンネルの番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、
　上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組表を作成する番組表作成手段と、
　上記番組表の表示操作に基づいて、放送開始前の番組数を判定する番組数判定手段と、
　上記放送波受信手段に上記番組数が一定値よりも少ないチャンネルの受信を指示する受
信制御手段と、
　新たに取得された番組情報に基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備え
たことを特徴とする携帯情報端末。
【請求項８】
　チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを受信して受信データを生成する放送波
受信手段と、
　上記受信データから当該チャンネルの番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、
　上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組表を作成する番組表作成手段と、
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　上記番組表の表示操作に基づいて、最後の番組の放送終了までの時間を判定する放送終
了時間判定手段と、
　上記放送波受信手段に上記時間が一定値よりも短いチャンネルの受信を指示する受信制
御手段と、
　新たに取得された番組情報に基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備え
たことを特徴とする携帯情報端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯情報端末に係り、さらに詳しくは、チャンネルの異なる複数の放送波の
いずれかを受信して番組情報を取得する携帯情報端末の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　放送波を受信して番組を視聴することができる携帯電話機が従来から知られている。地
上デジタル放送の場合、移動体向けの放送サービスとして、ワンセグ放送サービスが提供
されており、携帯電話機などの携帯情報端末では、ワンセグ放送波を受信して所望の番組
を視聴することができる。ワンセグ放送波の場合、ＴＶ映像及び音声と共に、放送中の番
組や放送予定の番組に関する番組情報が放送信号として伝送される。この番組情報は、チ
ャンネル情報、番組名、各番組の放送開始時刻及び放送終了時刻、番組内容などからなり
、通常、ユーザ操作に基づいて放送波をスキャンし、視聴可能なチャンネルの番組情報が
取得される。取得した各チャンネルの番組情報は、例えば、電子番組表（ＥＰＧ）として
一覧表示される。
【０００３】
　しかしながら、従来の携帯情報端末では、チャンネルの異なる複数の放送波について、
放送波を順に受信し、視聴可能なチャンネルをサーチして番組情報を取得するので、操作
してから番組表が表示されるまでの時間が長いという問題があった。例えば、特許文献１
には、一定時間ごとに放送信号をスキャンして番組情報を自動的に更新する技術が開示さ
れている。この特許文献１には、複数の受信部を備え、番組の視聴に使用している受信部
とは異なる受信部を用いて放送信号をスキャンし、視聴可能なチャンネルの番組情報を自
動的に取得する受信装置が記載されている。この受信装置では、放送信号をスキャンして
番組情報を自動更新させる時間間隔を短くしておけば、比較的に新しい番組情報をユーザ
が操作したタイミングで速やかに表示させることができる。しかしながら、短い時間間隔
で番組情報を自動更新させると、電力消費量が大きくなってしまうという問題があった。
【０００４】
　なお、特許文献２には、インターネット上のサーバからネットワーク経由で番組情報を
取得して電子番組表を更新する技術が開示されている。また、特許文献３には、電源遮断
時に番組情報を取得しておくことにより、電源投入してから電子番組表が表示されるまで
の時間を短縮する技術が開示されている。また、特許文献４には、電子番組表の操作を妨
げることなく、番組情報の更新処理を行う技術が開示されている。これらの特許文献２か
ら４は、ユーザが操作したタイミングで最新の番組情報を取得させる場合に、操作してか
ら番組表が表示されるまでの時間を短縮させるものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２９８９６９号公報
【特許文献２】特開２００４－１４７２３５号公報
【特許文献３】特開２００１－１８６４２６号公報
【特許文献４】特開２００７－２８０７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、操作してから番組表が表示されるま
での時間を短縮することができる携帯情報端末を提供することを目的としている。特に、
電力消費量を増大させることなく、ユーザが操作したタイミングで番組情報を更新させる
際の更新に要する時間を短縮することができる携帯情報端末を提供することを目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の本発明による携帯情報端末は、チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを
受信して受信データを生成する放送波受信手段と、上記受信データから当該チャンネルの
番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組
表を作成する番組表作成手段と、最後に作成された番組表以降に放送が終了した番組数を
判定する番組数判定手段と、上記番組数と閾値との比較結果に基づいて、上記放送波受信
手段に放送波の受信を指示する受信制御手段と、新たに取得された番組情報に基づいて、
上記番組表を更新する番組表更新手段とを備えて構成される。
【０００８】
　この様な構成によれば、最後に作成された番組表以降に放送が終了した番組数を判定し
、その番組数と閾値との比較結果に基づいて放送波の受信を指示するので、上記番組数に
応じて放送波を受信させることができる。従って、一部のチャンネルだけに絞り込んで番
組情報を取得させることができるので、番組表の更新ごとに全てのチャンネルを受信する
ものに比べて電力消費量を抑制することができる。ここで、番組数の判定は、一定時間ご
とに自動的に行う場合と、ユーザ操作に基づいて行う場合とが考えられる。
【０００９】
　第２の本発明による携帯情報端末は、チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを
受信して受信データを生成する放送波受信手段と、上記受信データから当該チャンネルの
番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組
表を作成する番組表作成手段と、上記番組表の表示操作に基づいて、放送波の前回の受信
時以降に放送が終了した番組数を判定する番組数判定手段と、上記番組数と閾値との比較
結果に基づいて、上記放送波受信手段に放送波の受信を指示する受信制御手段と、新たに
取得された番組情報に基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備えて構成さ
れる。
【００１０】
　この様な構成によれば、番組表の表示操作に基づいて放送波の前回の受信時以降に放送
が終了した番組数を判定し、その番組数と閾値との比較結果に基づいて放送波の受信を指
示するので、表示操作時における上記番組数に応じて放送波を受信させることができる。
従って、一部のチャンネルだけに絞り込んで番組情報を取得させることができるので、ユ
ーザが操作したタイミングで番組情報を更新させる際の更新に要する時間を短縮すること
ができ、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。また、ユ
ーザが操作したタイミングで番組情報を更新させるので、一定時間ごとに自動更新するも
のに比べて電力消費量を増大させることなく、操作してから番組表が表示されるまでの時
間を短縮することができる。
【００１１】
　第３の本発明による携帯情報端末は、上記構成に加え、上記表示操作に基づいて、上記
番組表を表示する番組表表示手段を備え、上記番組表表示手段が、取得済みの番組情報を
表示して後、更新が終了したチャンネルの番組情報を順次に表示するように構成される。
この様な構成によれば、表示操作に基づいて番組表を表示する際に、取得済みの番組情報
を表示してから、更新が終了したチャンネルの番組情報を順次に表示するので、操作して
から番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００１２】
　第４の本発明による携帯情報端末は、上記構成に加え、上記番組表更新手段が、放送開
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始前の番組数が最も少ないチャンネルの番組情報から順次に更新するように構成される。
【００１３】
　第５の本発明による携帯情報端末は、上記構成に加え、上記受信制御手段が、１回の受
信で取得される番組数に応じて上記閾値を異ならせるように構成される。この様な構成に
よれば、１回の受信で取得される番組数に応じて受信チャンネルを絞り込むための閾値を
異ならせるので、１回の受信で取得される番組数が多いチャンネルの番組情報が頻繁に更
新されるのを抑制することができる。
【００１４】
　第６の本発明による携帯情報端末は、上記構成に加え、上記受信制御手段が、１回の受
信で取得される番組数が多いチャンネルほど上記閾値を大きくするように構成される。
【００１５】
　第７の本発明による携帯情報端末は、チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを
受信して受信データを生成する放送波受信手段と、上記受信データから当該チャンネルの
番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組
表を作成する番組表作成手段と、上記番組表の表示操作に基づいて、放送開始前の番組数
を判定する番組数判定手段と、上記放送波受信手段に上記番組数が一定値よりも少ないチ
ャンネルの受信を指示する受信制御手段と、新たに取得された番組情報に基づいて、上記
番組表を更新する番組表更新手段とを備えて構成される。
【００１６】
　この様な構成によれば、番組表の表示操作に基づいて放送開始前の番組数を判定し、そ
の番組数が一定値よりも少ないチャンネルの受信を指示するので、表示操作時における上
記番組数に応じて放送波を受信させることができる。従って、一部のチャンネルだけに絞
り込んで番組情報を取得させることができるので、ユーザが操作したタイミングで番組情
報を更新させる際の更新に要する時間を短縮することができ、操作してから番組表が表示
されるまでの時間を短縮することができる。また、ユーザが操作したタイミングで番組情
報を更新させるので、一定時間ごとに自動更新するものに比べて電力消費量を増大させる
ことなく、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００１７】
　第８の本発明による携帯情報端末は、チャンネルの異なる２以上の放送波のいずれかを
受信して受信データを生成する放送波受信手段と、上記受信データから当該チャンネルの
番組情報を抽出する番組情報抽出手段と、上記各チャンネルの番組情報に基づいて、番組
表を作成する番組表作成手段と、上記番組表の表示操作に基づいて、最後の番組の放送終
了までの時間を判定する放送終了時間判定手段と、上記放送波受信手段に上記時間が一定
値よりも短いチャンネルの受信を指示する受信制御手段と、新たに取得された番組情報に
基づいて、上記番組表を更新する番組表更新手段とを備えて構成される。
【００１８】
　この様な構成によれば、番組表の表示操作に基づいて最後の番組の放送終了までの時間
を判定し、その時間が一定値よりも短いチャンネルの受信を指示するので、表示操作時に
おける放送終了時間に応じて放送波を受信させることができる。従って、一部のチャンネ
ルだけに絞り込んで番組情報を取得させることができるので、ユーザが操作したタイミン
グで番組情報を更新させる際の更新に要する時間を短縮することができ、操作してから番
組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。また、ユーザが操作したタイミン
グで番組情報を更新させるので、一定時間ごとに自動更新するものに比べて電力消費量を
増大させることなく、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明による携帯情報端末によれば、番組表の表示操作に基づいて放送波の前回の受信
時以降に放送が終了した番組数を判定し、その番組数と閾値との比較結果に基づいて放送
波の受信を指示するので、表示操作時における上記番組数に応じて放送波を受信させるこ
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とができる。従って、一部のチャンネルだけに絞り込んで番組情報を取得させることがで
きるので、ユーザが操作したタイミングで番組情報を更新させる際の更新に要する時間を
短縮することができ、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができ
る。また、ユーザが操作したタイミングで番組情報を更新させるので、一定時間ごとに自
動更新するものに比べて電力消費量を増大させることなく、操作してから番組表が表示さ
れるまでの時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施の形態１による携帯情報端末の一構成例を示した外観図であり、ワ
ンセグ放送波の受信機能を有する携帯電話機１が示されている。
【図２】図１の携帯電話機１の概略構成の一例を示したブロック図である。
【図３】図２の携帯電話機１の要部における構成例を示したブロック図であり、主制御部
１０内の機能構成の一例が示されている。
【図４】図２の携帯電話機１における動作の一例を示した図であり、放送番組の視聴開始
時に取得された番組情報３２からなる電子番組表３０が示されている。
【図５】図２の携帯電話機１における番組表の表示動作の一例を示した図であり、番組表
の表示操作後の電子番組表３０が示されている。
【図６】図２の携帯電話機１における番組表の表示動作の一例を示した図であり、番組表
の表示操作後の電子番組表３０が示されている。
【図７】図２の携帯電話機１における番組表の表示動作の一例を示した図であり、番組表
の表示操作後の電子番組表３０が示されている。
【図８】図２の携帯電話機１における番組表表示時の動作の一例を示したフローチャート
である。
【図９】図２の携帯電話機１の要部における他の構成例を示したブロック図である。
【図１０】本発明の実施の形態２による携帯情報端末の一構成例を示したブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
実施の形態１．
　図１（ａ）及び（ｂ）は、本発明の実施の形態１による携帯情報端末の一構成例を示し
た外観図であり、携帯情報端末の一例としてワンセグ放送波の受信機能を有する携帯電話
機１が示されている。図１（ａ）は、正面図であり、図１（ｂ）は、側面図である。この
携帯電話機１は、スライド式の携帯情報端末であり、ディスプレイ２ａを有する薄型の表
示筐体２と、複数の操作キー３ａが配列された薄型の操作筐体３と、表示筐体２及び操作
筐体３をスライド可能に連結する連結機構（図示せず）とからなる。
【００２２】
　表示筐体２には、受話用のレシーバ２ｂが設けられ、操作筐体３には、送話用のマイク
ロホン３ｂが設けられている。
【００２３】
　携帯電話機１は、チャンネルの異なる複数の放送波のいずれかを受信して番組を視聴す
ることができ、各チャンネルの番組情報をディスプレイ２ａ上に表示する機能を有する。
【００２４】
　図２は、図１の携帯電話機１の概略構成の一例を示したブロック図である。この携帯電
話機１は、レシーバ２ｂ、マイクロホン３ｂ、ディスプレイ２ａ及び操作キー３ａの他に
、主制御部１０、アンテナ１１，１３、セルラー通信部１２、２つのデジタルチューナー
１４、番組情報抽出部１５、ＲＯＭ１６及びＲＡＭ１７を備えて構成される。
【００２５】
　アンテナ１１は、移動体通信用のアンテナである。セルラー通信部１２は、アンテナ１
１を介して基地局との間で通信を行い、通信データを送受信する移動体通信用の送受信部
である。通話時に受信した音声信号は、レシーバ２ｂから出力され、マイクロホン３ｂに
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入力された音声信号が送信される。
【００２６】
　アンテナ１３は、放送局から送信される放送波を受信するためのアンテナであり、受信
した放送信号は、各デジタルチューナー１４に供給される。
【００２７】
　デジタルチューナー１４は、予め指定されたチャンネルの信号を抽出する放送波受信部
であり、チャンネルの異なる複数の放送波のいずれか１つを受信して受信データを生成し
、主制御部１０へ出力する動作を行っている。例えば、特定の周波数帯域を利用してＴＶ
映像などが提供される地上デジタル放送の場合、チャンネルに対応する周波数成分を抽出
する動作が行われる。
【００２８】
　２つのデジタルチューナー１４は、独立したチャンネルを指定することができ、異なる
チャンネルの信号をそれぞれ抽出させることができる。例えば、一方のデジタルチューナ
ー１４を用いてあるチャンネルの放送番組を視聴中に、他方のデジタルチューナー１４を
利用することによって、視聴中のチャンネルとは異なるチャンネルの番組情報を含む受信
可能な全てのチャンネルの番組情報を取得することができる。
【００２９】
　番組情報抽出部１５は、放送波の受信データから番組情報を抽出する動作を行っている
。番組情報は、デジタルチューナー１４により受信中のチャンネルに対応する放送局が提
供する番組に関する情報であり、例えば、チャンネルの識別情報、放送中や放送予定の番
組名、各番組の放送開始時刻及び放送終了時刻、番組内容によって構成される。
【００３０】
　ＲＯＭ１６は、放送番組を視聴するための制御プログラムなどが格納されたメモリであ
り、ＲＡＭ１７は、放送波の受信データから得られる番組情報などを保持するメモリであ
る。
【００３１】
　図３は、図２の携帯電話機１の要部における構成例を示したブロック図であり、主制御
部１０内の機能構成の一例が示されている。この主制御部１０は、番組表作成部２１、番
組表記憶部２２、番組表表示部２３、番組数判定部２４、閾値記憶部２５、比較部２６、
受信制御部２７及び番組表更新部２８により構成される。
【００３２】
　番組表作成部２１は、ＲＡＭ１７内の番組情報を読み出して番組表を作成する動作を行
っている。番組表は、各チャンネルの番組情報からなるテーブルであり、例えば、複数の
番組情報がチャンネルの識別情報に関連付けて保持される。
【００３３】
　番組表記憶部２２は、番組表作成部２１によって作成された番組表を保持するＲＡＭで
ある。番組表表示部２３は、操作キー３ａの操作信号に基づいて番組表記憶部２２内の番
組表を読み出し、ディスプレイ２ａ上に番組表を表示するための画面データを生成する動
作を行っている。
【００３４】
　番組数判定部２４は、操作キー３ａの操作信号に基づいて、放送波の前回の受信時以降
に放送が終了した番組数を判定し、その判定結果を比較部２６へ出力する動作を行ってい
る。具体的には、ユーザによる番組表の表示操作に基づいて番組表記憶部２２内の番組表
を参照し、放送波の前回の受信時から表示操作が行われた時点までの間に放送が終了した
番組数、すなわち、放送済みの番組数を番組情報に基づいて判定する動作が行われる。
【００３５】
　例えば、各番組の放送開始時刻及び放送終了時刻と現在時刻とを比較して、前回の受信
時以降に放送が終了した番組の数が算出される。番組数は、受信可能な全てのチャンネル
について、チャンネルごとに算出される。
【００３６】
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　閾値記憶部２５は、放送波を受信して番組情報を更新するか否かを判定するための所定
の閾値Ｔｈ１を保持する不揮発性メモリである。比較部２６は、番組数判定部２４によっ
て判定された番組数と、上記閾値Ｔｈ１とを比較し、その比較結果を受信制御部２７へ出
力する動作を行っている。
【００３７】
　受信制御部２７は、比較部２６による比較結果に基づいて、デジタルチューナー１４に
放送波の受信を指示する動作を行っている。具体的には、番組数判定部２４によって判定
された番組数が閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルがあれば、その様なチャンネルの番組
情報を更新するために、当該チャンネルについて放送波を受信させるチャンネル指示がデ
ジタルチューナー１４に対して出力される。
【００３８】
　番組表更新部２８は、受信制御部２７によるチャンネル指示によって新たに取得された
番組情報に基づいて、番組表記憶部２２内の番組表を更新する動作を行っている。具体的
には、番組数が閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルについて、新たに取得された番組情報
で番組表内の番組情報を書き換えることによって、番組表が更新される。
【００３９】
　ここでは、放送番組の視聴開始時に、番組の視聴に使用するデジタルチューナー１４と
は異なるデジタルチューナー１４を用いて放送波をスキャンし、受信可能な全てのチャン
ネルの番組情報が自動取得されるものとする。具体的には、放送局に割り当てられた周波
数帯域を示す物理チャンネルに基づいて、受信周波数を走査させ、視聴可能なチャンネル
が抽出される。
【００４０】
　従って、放送番組の視聴開始時に、各チャンネルの番組情報を自動取得して番組表が作
成される場合には、番組表が最後に作成されたとき以降に放送が終了した番組数が判定さ
れることになる。
【００４１】
　また、閾値Ｔｈ１には、例えば、０以上１未満の数が各チャンネルに共通のパラメータ
として設定される。この場合、前回の受信時以降に少なくとも１つの番組の放送が終了し
ているチャンネルが存在すれば、当該チャンネルについて放送波の受信が指示される。つ
まり、ユーザが操作した時点で、放送が終了した番組数が１以上のチャンネルが１つでも
あれば、放送波を受信して番組情報を更新する処理が行われ、その様なチャンネルが存在
しなければ、放送波の受信指示は行わない。これにより、番組情報の不必要な更新を抑制
することができる。
【００４２】
　また、ユーザ操作時の受信指示の対象は、前回の受信時以降に放送が終了した番組数が
閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルだけであり、番組数が閾値Ｔｈ１を越えていないチャ
ンネルについては、放送波の受信を指示しないものとする。これにより、操作してから番
組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００４３】
　番組表表示部２３では、番組表を表示する際、まず、取得済みの番組情報を表示した後
、更新が終了したチャンネルの番組情報を順次に表示する動作が行われる。これにより、
操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００４４】
　受信制御部２７では、放送波の受信をデジタルチューナー１４に指示する際、例えば、
放送開始前の番組数が最も少ないチャンネルの番組情報から順次に更新するように、チャ
ンネル指示が行われる。具体的には、取得済みの番組情報に基づいて、ユーザ操作が行わ
れた時点における放送開始前の番組数を判定する。そして、前回の受信時以降に放送が終
了した番組数が閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルについて放送波の受信を指示する際に
、上記番組数が最も少ないチャンネルから放送波を受信して番組情報が取得されるように
チャンネル指示が行われる。
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【００４５】
　これにより、ユーザは、放送開始前の番組数の少ないチャンネルについて、更新後の番
組情報を素早く確認することができる。
【００４６】
＜電子番組表＞
　図４は、図２の携帯電話機１における動作の一例を示した図であり、放送番組の視聴開
始時に取得された番組情報３２からなる電子番組表３０が示されている。この電子番組表
３０は、受信可能な全てのチャンネルの番組情報３２をチャンネルの識別情報３１に関連
付けて保持するテーブルであり、ユーザ操作に基づいてディスプレイ１５上に画面表示さ
せることができる。
【００４７】
　この例では、視聴開始時に自動取得された５つのチャンネル「チャンネルＡ」～「チャ
ンネルＥ」の各番組情報３２がチャンネルの識別情報３１に対応付けて配列されている。
各番組情報３２は、視聴開始時の時刻Ｔ１を基準として、放送順に時系列に配置されてい
る。時刻Ｔ１は、６時以降から７時までの間の時刻となっている。
【００４８】
　具体的には、「チャンネルＡ」には、このチャンネルに対応する放送局が提供する３つ
の番組「番組Ａ１１」～「番組Ａ１３」の番組情報が対応付けられ、「チャンネルＢ」に
は、このチャンネルに対応する放送局が提供する３つの番組「番組Ｂ１１」～「番組Ｂ１
３」の番組情報が対応付けられている。また、「チャンネルＣ」には、５つの番組「番組
Ｃ１１」～「番組Ｃ１５」の番組情報が対応付けられ、「チャンネルＤ」には、７つの番
組「番組Ｄ１１」～「番組Ｄ１７」の番組情報が対応付けられ、「チャンネルＥ」には、
２つの番組「番組Ｅ１１」～「番組Ｅ１２」の番組情報が対応付けられている。
【００４９】
　通常、１つのチャンネルには、１つの放送局が対応し、放送局から放送波に重畳させて
送信される番組情報は、一定時間ごとに更新される。また、１度に更新される番組情報の
数、すなわち、番組数やデータサイズは放送局ごとに異なっている。
【００５０】
　従来の携帯情報端末では、電子番組表３０を表示するための操作が行われた際、チャン
ネルＡからチャンネルＥまで受信対象とするチャンネルを順に切り替えながら番組情報が
取得されるので、操作してから番組表が表示されるまでの時間が長かった。
【００５１】
　これに対して、本実施の形態では、前回の受信時以降に放送が終了した番組数が閾値Ｔ
ｈ１を越えているチャンネルの放送波を受信して番組情報３２を更新し、番組数が閾値Ｔ
ｈ１を越えていないチャンネルについては放送波の受信指示を行わないので、操作してか
ら番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。
【００５２】
　例えば、電子番組表３０を表示するための操作が時刻Ｔ２（８時と９時の間の時刻）に
行われた場合、前回の受信時以降に放送が終了した番組数は、チャンネルＡでは１、チャ
ンネルＢでは０（該当する番組なし）、チャンネルＣでは１となっている。また、チャン
ネルＤでは２、チャンネルＥでは０となっている。
【００５３】
　従って、閾値Ｔｈ１が０以上１未満の数であれば、３つのチャンネルＡ，Ｃ及びＤにつ
いて、放送波の受信を指示して番組情報が更新され、他のチャンネルについては放送波の
受信を指示せず、番組情報も更新しない。
【００５４】
　図５～図７は、図２の携帯電話機１における番組表の表示動作の一例を示した図であり
、番組表の表示操作後の電子番組表３０が示されている。電子番組表３０をディスプレイ
２ａ上に表示させる際に、取得済みの番組情報を表示した後、更新が終了したチャンネル
の番組情報が順次に表示される。その際、放送開始前の番組数が最も少ないチャンネルか
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ら順次に番組情報が更新される。
【００５５】
　チャンネルＡ，Ｃ及びＤについて、時刻Ｔ２における放送開始前の番組数は、チャンネ
ルＡでは１、チャンネルＣでは３、チャンネルＤでは４となっている。従って、番組表の
表示操作後、取得済みの番組情報を表示してからまず最初にチャンネルＡについて、新た
に取得された番組情報３３が表示される。
【００５６】
　図５には、チャンネルＡの番組情報の更新後の電子番組表３０が示されている。この例
では、チャンネルＡについて、３番組「番組Ａ１４」～「番組Ａ１６」が電子番組表３０
に追加されている。
【００５７】
　チャンネルＡの番組情報の更新後には、チャンネルＣについて、新たに取得された番組
情報３４が表示される。
【００５８】
　図６には、チャンネルＣの番組情報の更新後の電子番組表３０が示されている。この例
では、チャンネルＣについて、５番組「番組Ｃ１６」～「番組Ｃ２０」が電子番組表３０
に追加されている。
【００５９】
　さらに、チャンネルＣの番組情報の更新後には、チャンネルＤについて、新たに取得さ
れた番組情報３５が表示される。
【００６０】
　図７には、チャンネルＤの番組情報の更新後の電子番組表３０が示されている。この例
では、チャンネルＤについて、７番組「番組Ｄ１８」～「番組Ｄ２４」が電子番組表３０
に追加されている。チャンネルＤの番組情報の更新が終了すれば、番組表の表示操作に基
づく番組情報の更新処理は終了する。
【００６１】
　図８のステップＳ１０１～Ｓ１１１は、図２の携帯電話機１における番組表表示時の動
作の一例を示したフローチャートである。まず、番組数判定部２４は、ユーザによる番組
表の表示操作に基づいて番組表記憶部２２内の番組表を参照し、番組表内の番組情報に基
づいて、前回の受信時以降に放送が終了した番組数を判定する（ステップＳ１０１，Ｓ１
０２）。
【００６２】
　比較部２６は、番組数判定部２４によって算出された番組数と所定の閾値Ｔｈ１とを比
較し（ステップＳ１０３）、受信制御部２７は、その比較結果に基づいてデジタルチュー
ナー１４に放送波の受信を指示する（ステップＳ１０４）。
【００６３】
　このとき、番組数が閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルが存在すれば、当該チャンネル
について放送波の受信が指示される（ステップＳ１０５）。次に、番組表表示部２３は、
まず、取得済みの番組情報を電子番組表として表示する（ステップＳ１０６）。
【００６４】
　次に、番組表更新部２８は、放送波の受信が指示されたチャンネルのうち、新たな番組
情報が得られれば、当該番組情報によって番組表内の番組情報を更新し（ステップＳ１０
７，Ｓ１０８）、そして、番組表表示部２３が、新たに取得できた番組情報を表示する（
ステップＳ１０９）。ステップＳ１０７からステップＳ１０９までの処理手順は、未取得
のチャンネルがなくなるまで繰り返される（ステップＳ１１０）。
【００６５】
　一方、番組数が閾値Ｔｈ１を越えているチャンネルが存在しなかった場合には、取得済
みの番組情報を電子番組表として表示し、この処理を終了する（ステップＳ１１１）。
【００６６】
　本実施の形態によれば、番組表の表示操作に基づいて放送波の前回の受信時以降に放送
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が終了した番組数を判定し、その番組数と閾値Ｔｈ１との比較結果に基づいて放送波の受
信を指示するので、表示操作時における番組数に応じて放送波を受信させることができる
。従って、一部のチャンネルだけに絞り込んで番組情報を取得させることができるので、
ユーザが操作したタイミングで番組情報を更新させる際の更新に要する時間を短縮するこ
とができ、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。また、
ユーザが操作したタイミングで番組情報を更新させるので、一定時間ごとに自動更新する
ものに比べて電力消費量を増大させることなく、操作してから番組表が表示されるまでの
時間を短縮することができる。
【００６７】
　なお、本実施の形態では、受信チャンネルを絞り込むための閾値Ｔｈ１が各チャンネル
に共通のパラメータである場合の例について説明したが、本発明はこれに限られるもので
はない。例えば、１回の受信で取得される番組数に応じて閾値Ｔｈ１を異ならせても良い
。具体的には、１回の受信で取得される番組数が多いチャンネルほど閾値Ｔｈ１を大きく
することが考えられる。この様に構成すれば、１回の受信で取得される番組数に応じて受
信チャンネルを絞り込むための閾値を異ならせるので、１回の受信で取得される番組数が
多いチャンネルの番組情報が番組表の表示操作ごとに頻繁に更新されるのを抑制すること
ができる。
【００６８】
　また、本実施の形態では、番組表を表示する際に、前回の受信時以降に放送が終了した
番組数、すなわち、放送済みの番組数に基づいて放送波を受信させる場合の例について説
明したが、本発明はこれに限られるものではない。例えば、番組表を表示する際、放送開
始前の番組数に基づいて放送波を受信させても良い。具体的には、番組表の表示操作に基
づいて放送開始前の番組数、すなわち、未放送の番組数を判定し、この番組数が一定値よ
りも少ないチャンネルについて、放送波の受信を指示することが考えられる。
【００６９】
　図９は、図２の携帯電話機１の要部における他の構成例を示したブロック図であり、放
送済みの番組数を判定する番組数判定部２４に代えて、未放送の番組数を判定する番組数
判定部４１を備えた主制御部４０が示されている。番組数判定部４１は、操作キー３ａの
操作信号に基づいて、未放送の番組数を判定し、その判定結果を比較部２６へ出力する動
作を行っている。すなわち、ユーザによる番組表の表示操作に基づいて番組表記憶部２２
内の番組表を参照し、表示操作が行われた時点で放送開始前の番組数を番組情報に基づい
て判定する動作が行われる。
【００７０】
　受信制御部２７では、番組数判定部４１によって判定された番組数が所定の閾値Ｔｈ２
よりも少ないチャンネルがあれば、その様なチャンネルの番組情報を更新するために、当
該チャンネルについて放送波を受信させるチャンネル指示がデジタルチューナー１４に対
して出力される。
【００７１】
　番組表表示時の動作としては、図８のステップＳ１０４に対応して、番組数が閾値Ｔｈ
２よりも少ないチャンネルが存在すれば、当該チャンネルについて放送波の受信が指示さ
れる。
【００７２】
　この様に構成すれば、番組表の表示操作に基づいて放送開始前の番組数を判定し、その
番組数が一定値よりも少ないチャンネルの受信を指示するので、表示操作時における番組
数に応じて放送波を受信させることができる。
【００７３】
実施の形態２．
　実施の形態１では、番組表を表示する際に、前回の受信時以降に放送が終了した番組数
に基づいて放送波の受信が指示される場合の例について説明した。これに対して、本実施
の形態では、番組表を表示する際に、最後の番組の放送終了までの時間に基づいて放送波
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の受信を指示する場合について説明する。
【００７４】
　図１０は、本発明の実施の形態２による携帯情報端末の一構成例を示したブロック図で
ある。この携帯情報端末５０は、図３の携帯電話機１と比較すれば、番組数判定部に代え
て放送終了時間判定部５１を備えている点で異なる。
【００７５】
　放送終了時間判定部４１は、番組表の表示操作に基づいて最後の番組の放送終了までの
時間を判定し、その判定結果を比較部２６へ出力する動作を行っている。最後の番組の放
送終了までの時間は、番組表記憶部２２の番組表内の番組情報に基づいて算出される。例
えば、取得済みの番組情報のうち、最後に放送予定の番組の終了時刻と現在時刻とから算
出される。
【００７６】
　受信制御部２７では、上記時間が一定値よりも短いチャンネルの受信をデジタルチュー
ナー１４に指示する動作が行われる。
【００７７】
　本実施の形態によれば、番組表の表示操作に基づいて最後の番組の放送終了までの時間
を判定し、その時間が一定値よりも短いチャンネルの受信を指示するので、表示操作時に
おける放送終了時間に応じて放送波を受信させることができる。従って、一部のチャンネ
ルだけに絞り込んで番組情報を取得させることができるので、ユーザが操作したタイミン
グで番組情報を更新させる際の更新に要する時間を短縮することができ、操作してから番
組表が表示されるまでの時間を短縮することができる。また、ユーザが操作したタイミン
グで番組情報を更新させるので、一定時間ごとに自動更新するものに比べて電力消費量を
増大させることなく、操作してから番組表が表示されるまでの時間を短縮することができ
る。
【００７８】
　なお、実施の形態１及び２では、番組表の表示操作に基づいて番組数を判定する場合の
例について説明したが、本発明はこれに限られるものではない。例えば、一定時間ごとに
自動的に番組数、すなわち、最後に番組表が作成されたとき以降に放送が終了した番組数
を判定して放送波の受信を指示し、番組表を更新するようなものであっても良い。
【符号の説明】
【００７９】
１　携帯電話機
２　表示筐体
２ａ　ディスプレイ
２ｂ　レシーバ
３　操作筐体
３ａ　操作キー
３ｂ　マイクロホン
１０　主制御部
１１，１３　アンテナ
１２　セルラー通信部
１４　デジタルチューナー
１５　番組情報抽出部
１６　ＲＯＭ
１７　ＲＡＭ
２１　番組表作成部
２２　番組表記憶部
２３　番組表表示部
２４　番組数判定部（放送済み番組数）
２５　閾値記憶部
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２６　比較部
２７　受信制御部
２８　番組表更新部
４０　主制御部
４１　番組数判定部（未放送番組数）
５０　携帯情報端末
５１　放送終了時間判定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

